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第二工業部会 2025 年度部会活動アンケート結果 
 

                          アンケート実施期間 2025 年 4 月 3 ⽇〜4 月 17 日 

 回答社数  120 社中 35 社回答 (回答 29.2％) 

 

1. 2024 年度（2024 年 4⽉〜2025 年 3 月）の部会活動の感想 

 

＜参加された方の感想より＞ 

 

ウェビナー「シンガポールの防衛体制及びナショナル・サービス（兵役義務）」 

 NS 設置の背景、NS の仕組みなど、シンガポール政府の考え方を理解することができた。 

 普段なかなか聞くことのできないシンガポールの防衛や兵役制度についてよく理解でき

た。 

 National staff の事が十分理解でき、会社としての対応もクリアになった。 

 シンガポールの NS についてはこれまで内容などを詳しく知る機会がありませんでしたが、

タン先生のご説明で理解が進みました。また企業経営者としての本件に関する心構えなど

も大変有用でした。 

 

   「ヤクルト及びキッコーマンシンガポール共同工場見学会&昼食懇親会」 

 シンガポールでの実際の活動の様子を拝見することができ、非常に参考になりました。 

 内容、時間配分、懇親会設定による交流など、大変有意義でした。 

 日頃の業務では訪問する機会のない工場見学ができた。また、近しい業界のみなさんと懇

親を深めることができた。 

 通常立ち入ることができないライン内部まで拝見させていただけた。 

 大変興味深いものがあり良い経験でした。お世話になりありがとうございました。 

 普段見れない業種のラインで興味深く、また広くコンシューマーの方にも公開している工

場見学ルートであり、顧客へのアピールという点でも勉強になりました。他の会合にも参

加したく思っていたのですが、なかなか時間が確保できず残念でした。 

 

「CYBERSECURITY101〜社会⼈がとるべきマインドとアプローチ例〜」 

 難しい話題を講演者ガかなりわかりやすくしていただきました。 

 情報セキュリティに関する基本的な考え方がよく理解できた。また、めったに見られない

貴重な情報を紹介いただいて、楽しく視聴できた。 

 IT 分野は疎いので心配しながらの参加でしたら、ご講師の方々が分かり易い言葉でのご説

明、また多数の事案をご紹介頂き、身近に感じることができ、理解が深まりました。 

 身近な情報漏洩対策や心構え（LINE・WhatsApp 利用における注意など）、AI を使ったサ

イバー攻撃など大変わかりやすく解説いただき参考になりました。ダークウェブについて
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は想像していたものより生々しく、ショッキングだったと同時に珍しいものを見せていた

だき貴重な経験になりました。 

 知らない話が多く大変勉強になりました。 

 

「TuasOne Waste-to-Energy（焼却）工場見学会&夕食懇親会」 

 多くの方と知り合え、また視察場所も業務と関係があり、よかった。 

 世界でもトップクラスの発電効率をもつシンガポールのゴミ処理場の見学は非常に貴重

な機会でした。少人数で対応して頂き、見学途中に気軽に質問をすることができました。 

 設備見学の貴重な機会とともに、部会の皆様とも交流の場を持てた事感謝いたします。 

 クレーン作業の現場で目の当たりにした規模感に驚きました。発電効率の高さを中心に高

い技術でシンガポールの高水準な生活の重要な部分を支えていることが実感でき感銘を

受けました。 

 ゴミの攪拌や燃焼炉への投入を行うクレーン操作は、施設のスケール感を直接感じること

ができて良かったです。 

 シンガポールのゴミ処理事情及びそれに係るお仕事の内容など見学させていただき本国

に対する理解を大いに深めることができました。 

 

「その他」 

 とても活発であった 

 組織としての規模が⼤きく、⽇本企業の歴史も⻑く、定期的に活発に有益な活動をされて

いることに驚きました。 

 第二工業部会として過不足ない活動ができている。 

 ウエビナーには参加できなかったが、見学会には複数回参加することができ、有意義でし

た。 

 時宜を得た、有益な見学会、講演会をアレンジ頂いたと思います。 

 定期的に活動されており、幹部・幹事の方々のご尽力に感謝いたします。 

 見学会、講演会など多様な視点で運営されているため、積極的に活動されていると感じま

す。ありがとうございます。   

 

 ＜参加されなかった方の感想より＞ 

 来たばかりですが、いろいろやられている印象を持ちます。 

 2025 年 3 月より赴任の為、特にありません。 

 2025 年度からの対応のため、2024 年度の参加はございませんでしたが、非常に興味深い

内容が多いと感じます。 

 参加させて頂きたい興味深い講演企画がありましたが、業務と重なり残念ながら参加でき

ませんでした。 

 シンガポールに居ることが少ないので、参加できておりませんが、非常に興味深く、参加

したいといつも思っています。 
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 2. 2025 年度開催希望される活動   

 
 

3. 他部会との共催イベントを 

 
 

4. 他部会との共催イベントをご希望される場合は、共催してみたい部会（複数回答可） 

 
 

 

 

 



4 
 

5. 部会として開催希望の講演会テーマ 

 

＜シンガポール関連＞ 

 具体的には書き辛いですが、シンガポールの教育制度の歴史や今後の方向性には興味がり

ます。 

 2026 年 RTS について  

 

＜各国関連＞ 

 米国（トランプ政権）の諸施策のシンガポール、東南アジアへの影響 

 トランプ関税について ASEAN 各国（各社）の動き 

 シンガポール・東南アジアの今後 

 

＜人事・雇用＞ 

 雇用課題のある分野の製造業が多い部会ですので、雇用に関するテーマの講演の継続を希

望します。 

 VISA 取得関係 

 

＜技術＞ 

 AI 

 IT 

 

＜その他＞ 

 半分は、シンガポールで事業を展開する上で参考になるような実務的なテーマ、半分は日

本の社会人として見識を深めるべき、あるいは良く生きる（Well Being)ために参考になる、

勉強になるようなテーマ  

 物流 

 人工肉 

 

6. 講演会へ招待希望の機関（政府機関など）や団体・企業、もしくは、講師のご推薦 

 

＜政府機関＞ 

 実務的には EDB さんのお考えとか 

 EDB による大型投資案件のご紹介 

 MOM 

 NEA 
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7. 部会として開催希望の見学会 

 

＜エネルギー・環境関連＞ 

 環境、エネルギーなどの社会インフラに関わる施設の見学の機会があればお願いします 

 発電所 

 昨年度は日程が合わず参加できませんでしたが、エネルギー、環境に関連する施設は見学

したい  

 

＜工場・研究・公共施設関連＞ 

 食品関係の工場、野菜工場 

 A*STAR の Singapore Institute of Food and Biotechnology Innovation (SIFBI) 

 個人では訪問、入場できないメーカーさん（日系・非日系不問）の工場や、公共施設など 

 

＜その他＞ 

 鹿島建設の THE GEAR 

 トゥアス港 

 データセンター 

 

8. 現在企業が抱えている課題・問題 

 

＜人材関連＞ 

 ローカル責任者の育成（日本人に頼らないローカル人材による企業運営）と管理 

 シンガポール人、PR 優遇による S パス等の就労ビザの枠不足 

 就労ビザ緩和に向けてシンガポール政府へ働きかけをお願いしたいと思っています 

 

＜コスト上昇＞ 

 エネルギー代が高い  

 

＜その他＞ 

 トランプ政策と、シンガポール政府の増税の今後の関係性 
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9. インターンシップ（シンガポール、日本の大学生を中心に）の受けいれについて 

 
<その他＞ 

 ローカル学校及び日本人学校の見学受入を実施中です、また一部日本の大学生のインター

ンシップ（1 日コース）も受入しております 

 既に活用しています 

 シンガポール現地の大学生を受け入れたことがある。今は特に積極的に受け入れを考えて

いない  

 

10. インターンシップにご関心がある場合は、学生の受け入れ条件 

 3 か月以上の勤務 

 受入体制が整っていないため直近では困難だが、今後、シンガポール社員比率を拡大して

いく上で、シンガポールの大学生をインターンシップで受け入れることは有効な手段と考

えている。 

 化学や工学系、理系専攻の方。可能であれば修士以上。シンガポールにある大学であれば

日本受け入れインターンシップも可能です。 

 特に固定の条件はありません。現状でも都度判断で受け入れを実施しております。 

 IT 関連（ソフトウェアプログラミング）。ポリテクニックとも同分野で受入したことがあ

るため。 

 

     以 上 

 

 

   

 


